
 

 
祇園新橋地域のまちづくりをすすめる、ひとつの集まりとして「祇園新橋まちづくり

部」は活動をしています。「祇園新橋まちづくりニュース」は、これからのまちづくり

を皆様とともに考え、その取組をお知らせするニュースです。 
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以前より取り組んでいる新橋通の無電柱化事業（担

当：京都市建設局道路環境整備課）について、新たに設

置する LED 照明灯のデザイン方針が決まりました。既設

照明灯のイメージを踏襲した、新橋通になじむデザイン

となっております。10 本程度建つ予定で、場所と細部の

デザイン、設置時期は検討中です。現在設置されている

照明は撤去します。 

また、電線を地中化するにあたり、管理用の地上機を

新橋通周辺に 8 基設置することになります。設置箇所に

ついては現在調整中です。 

照明灯デザインの方針決定!! 新橋通 無電柱化 

照明案（京都市作成） 

先斗町公園の地上機 

白川南通 歩行者優先の道へ 

歩行者空間化実験に向けて検討中 

前原衆議院議員の立会のもと、門川市長に提案書を提出 

協議会では、白川南通遊歩道化に向けて、各町内会長の賛同を受け、「祇園白川界隈のまちづ

くりに関する提案書」を昨年 11 月 9 日に市長宛に手渡しました。この提案書では祇園白川界隈

を「京都らしい文化が凝縮された」「通りごとの個性を大切にした」地域と位置づけています。一

方課題として、歩行者の安全確保や撮影マナー等を挙げ、改善のための具体策として白川南通の

歩行者空間化とエリア全体の通過交通対策を提案しました。 

提案の実現に向けて、現在白川南通の歩行者空間化実証実験を検討しています。まずは実験を

行うことで、歩行者空間化によってどのような成果や課題が出るのか、住民の皆様のご意見を吸

い上げたいと思います。 

 
お久しぶりです！ 

2020 年下半期の総集編です！ 



 

新たなルール策定に向けて 

協議の流れや禁止事項を検討 品格・風情と商売の両立を 

年中行事 

前撮り等の商業撮影と異なり、テレビ

等のロケーション撮影についてはルール

が定められていません。そこでルール策

定のため、地元とロケ事業者間での意見

交換を昨年度より行っています。 

屋外広告物の設置について、条例に明文化されて

いないことに関しては意見交換会にて可否を判断

しています。しかし、判断基準の不明瞭さや、屋外

から見える屋内広告物の規制がしづらいという 

一方、明文化することでデザインの幅を狭めて

しまうおそれがあるという懸念は持っております。

その点に留意しながら、祇園新橋独自ルールの作成

に取り組んでいきます。 

今年度は新型コロナの影響で、規

模の縮小や、中止を余儀なくされる行

事もありました。その中でマスク等の

対策をしながら実施した行事を紹介

します。 

 

8/23 

地蔵盆 

 

 

 

 

   11/29 

   落ち葉掃除 

 

 

 

 

12/3 

お火焚祭 

定例の意見交換会は毎月第 2 火曜日 13：30～15：00 場所：登希代の二階 

 

 

 

お問合せ連絡先：永田（ゑり萬内） 075-525-0529  

 

景観に配慮したコロナポスターを作成しました 

定例意見交換会 兎屋、Rinn ホテル 

地域景観づくり協議会制度を活用している 11 地

域でできた「京都市地域景観まちづくりネットワー 

ク」と京都市、京都市景観・

まちづくりセンターが協力

し、昨年 10 月、景観に配慮

した新型コロナ感染予防ポ

スターを作成しました。 

京都市が当初に作成した

ポスターと比べ、景観を大

事にしている地域にもなじ

むデザインとなっておりま

す。祇園新橋にも貼られて

おりますので、ぜひ探して

みてください。 

 兎屋の出店にあたり、運営を手掛ける GERA ほか

2 社と昨年 7 月 14 日に意見交換会を行いました。

一部課題があり、1 月現在でも調整中です。 

また、Rinn ホテルの建設を手掛けるクリエイト和

幸と昨年 10 月 27 日に意見交換会を行いました。

今年の 4 月頃まで、Miru Kyoto ホテルの予定地を

Rinn の建設事務所として使用予定となっています。 

協議会では、京都市屋外広告物等に関する条例に基づく意見交換会や、取り決めに賛同した商

業撮影業者からの事前申請受付を行ってきました。しかし、運用する中で課題が見えてきたもの

もあるため、新たなルールを作成するために議論を重ねています。 

課題が見えてきました。 

『景観づくり計画書』に掲げ

た「品格ある建物の表構え」「風

情を味わう空間づくり」と商売

の両立の実現に向けて、新たな

ルールを検討していきます。 

業者との協議の流れ

や許可業者の明示方法、

ドローン撮影のような

禁止行為等について、現

在検討を進めています。 

屋外広告物、テレビロケ撮影 

ポスターは引き続き 

配布中です！ 


